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な反応の一つである 1 ， 3 一双極子付加反応を，生成するニトロンを単離せずに行う乙とができ，乙れに






供する。ニトロンと有機マグネシウム及びリチウム化合物との反応 iとより α ー置換ヒドロキシルアミンが
合成できるo 得られた α 一置換ヒドロキシノレアミンは触媒的水素化等の各種還元法iとより容易にアミンへ
と変換する乙とができる。本法を用いる乙とにより種々の含窒素生理活性物質を容易に合成する乙とがで
きる。
第 4章では，第 3 章で述べたアミンの新α位置換法と関連して， α位へのシアノ基導入に基づいたN ー
ヒドロキシアミノ酸ならびにアミノ酸の新規合成法について述べている。アミンを酸化し生成するニトロ



















ミンの酸化について検討し第二アミンをNa2W04 ・ 2H20或は Se02 を触媒として過酸化水素iとより酸
化すると，ニトロンが高収率で合成できることを明らかにしている。乙の新酸化反応により重要な中間体
であるが合成困難なニトロンを第二アミンから一段階で合成する乙とが可能となった。
次 lと，ニトロンのα位の炭素が求電子性を有するととに着目し，アミンをニトロンへと酸化した後，求
核剤と反応させる乙とによりアミンのα位に置換基を導入する一般的手法を開発すると共に，乙の方法を
駆使してα ー置換アミン，アルカロイド等を合成している。またシアノ基を導入し，加水分解，還元を行
うことにより， N- ヒドロキシアミノ酸及びアミノ酸の短段階合成法を開発している。ニトロンの不斉還
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元や不斉アルキノレ化反応についても研究し 光学活性アミノ化合物の新合成法を開発している。
以上の結果は，酵素類似の触媒反応を新しく開発し，とれを用いる種々の有用な生物活性含窒素化合物
の優れた合成法を提供するものであり，有機合成化学に対する貢献度は大きく，学位論文として価値ある
ものと認める。
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